
別府温泉の Cl量分布の撃を動について
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温泉現象の鑓Eーが片:しいときはよく人Uノ自の注意を引くが，その化事成分についても，

多〈の研究者‘によって日営化・年沼化・降雨・地震の影響による鑓化等， '-長々 報告されて

ゐる。叉， W:} ;.;附近の掘抜井戸l乙於ては，潮汐の影響の外に，長年::nポンフ・拐7kを行うた

結果，海水の位入を見た如き資料も捉供されてゐるy。 別府温泉はその殆とが穿掘によ

るものであって，人工的力11工の原因による境濯が著しく叉別府の土地の人もよ〈観察して

ゐて，巷間に「極分が増すJて温泉はつぶれる」などと伺へてゐろっ涜肪¥i毘泉は塩分が濃か

ったが1見在 Cは著しく妾額して昔¢姿はない。

別府温泉の化事成分については，大IE15午前日に行はれた山下・木戸・:J.L同の三氏によ

り， <.;[畳分市が明かにされたが 2)共の後の詑j涯については，何百.調fEされていないコそ

とで， 205F後の I昭和1~1 年" }j， llJび Cl，H00 3 の分析を行ひ，その分干'IÎjiJ~況の鑓勤を H

ひ，その原川を考察したコ

一般にi1WL7'Î~.7k rl'の01は火山性初日・海塩加の二回fJ'iがあるが，別府市街地，'i止にその01の

多いil:Jl泉にては海塩源のCIなるととが先IC:推定されてゐる 3)， 然し同じく海塩源である

にしても.1t古，地法l亡閉込められた所詔化石水なのか，現在潟水が浸透しつ Lあるかに

ういては，判定するに困難である 3 もしをれが往古海塩源ならば，長年間i毘泉水が地居中。

流動iこより務lt1J.になってゆく可能性も推測されもし，現海水のほ-透ならば，温泉水脈の泊長

により海:7kの法透が左おされ， したがって01成分も亦饗勤するであらう。筆者i;tUl最心日

勤を会JIるととにより別府温泉地峡の温泉水中のClの1[1来について明かになし得ると思ふ。

之l乙封し， HC03 わ大部分(立i布師、性ではない。何故友らば海水中の炭醗{誌が全部重イ炭酸

になってもりlに劃して 0.4 ;，~以下であるが，日1)府温泉巾のlfCi)J の 01 に封すろ比は小さいも

のでも 10;;6，大きいものは 6併にも及び， 日刑者の介干)ilCは全くIii行性が認められないわ

らであるつ故lてCIの分布と HUOgの分布を比較すれば吏に υl分布¢皆勤D意味がよく摘
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}lII1M:泉'1コd示分布ーの主JH'・JJについて

第 1園別府温長Cl量;升布園

第 2園
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})~Ii-f以来のcl量分布刀老若劫につい℃

第 3圃 別府m泉HCCl/量分布闘 1 fl46ij三測定・1見!日主・せる純泉

第 4闘別府淑泉日(:0/鐙化分布岡 1¥) IG年測定値さ1()~7年測定偵ごの差・lH-j(j年に測定せるかの・OlD27年に測定せるもの

，:-' ... ・・ 刊司
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別府i鼠泉乃01:Lk分布の昔話動について

めると，Eλけ

かく C如き見地から，試料の採取・分析を行ったのでるるが， その分イliについて，かな

りι謹勤を認め，特に注目すべき地域につき再検討を試みる舟， 町手112-1年8月化撃分排を

行ひ火に述べるが如き結果を得たう

82. 昭和2HFCl， HC03量の分布

01分析については 1!J2G年に行はれた温泉について繰返したそι資料を後K掲げた。今

間同一温泉の設見出来ーなかったものについては， その附近のものをにより， 又たとひ同一

の番枕のi温泉であっても， 二十年間もとのま Lのものは殆んどな〈竣諜して深度を深めた

ものが多いから，官分綜22:;'新分;tJf1i5，(との教は全温泉のほl'f問分のーにあたる〉であっ

ても， ){:がすべて湖周ト;してゐるとはいへ左い。

その分仰を第 1岡IC示す。之を旧 Cl分布固と封照するとき， -}¥.休iZ於て岡田とも近い分

;f，iを示すが教区域に於て特別め鑓化があるヲとの嬰化は新じ1-置から芭 (;1-置を減じた1~~の

分布闘をつくり， ?;(); ~ I~Iで示したニそれを見ると

'¥ No 1258 、 噂 j担任
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so今 何包 c.. K 

摘脇i船長地帯i乙於て l!lv;激減せる所がある。

lドき11立地附近に於て Clの激増がある。

川の渇温泉i服K於てはや~t曾JJIIラ

海門寺温泉脈-r:は少しの増加。

梢温泉，竹瓦iEi泉l乙於て少し減少。

HCOJ の分布を第 :q歯iに示 L，1¥127年の分布との差を第 4幽i乙示 ';-0之は前回と劉1<<1せ

巳且 N._ 

••. 1

2

日

4. 

i> 

る揃泉がitJ師通であるので充分な比較はm米ないが， FfIの湯温泉阪にてかなりの減少が見ら

れ，共の11~では余り旭化がない模様で・あるコ そして幻1分ギ'IW間引とは全Jl佐:が殆んどないや

うにはえる。

( 58 ) 



.8lJft.fi段泉.})I、If，止分布の警豊富リ1)1こりV て
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~ 3. 結果への考察

問問の分布jO);))!，化を考へる時，先づ注意しなければならぬのは， との謎化が車に温泉成

分 IZ:見られる日 ~{じ・季節鑓化によるものではないかといふととてるる。との見地から，

筆者は現在最も注目される ~I'担立地附近IC 於ける温泉水中 Ul成分の日揮化・年鑓化につき

訓~f.の必要を感じたが，果せ心かったのは遺憾であったっ然し，先に野渦・瀬野l専土によ

T i~i背された所によれば (4':，此の除Hú:の潰脇の出泉に於ける CI最多いものでも目提{ヒは最

大なるもので， 1.01-，/1，より 1.05gjLrc饗化するf;!rl度にすぎや，叉，電気侮導度の年鑓化は

最大 2;r，lJであるかう我kが現在注目する温泉の OJ控化は， )'告にさに勝り，最大は八幡温泉

に於けるO.150gjJ.;から'!.ii42gjLa培カ11であるから，少くとも，との中部埋立地附近IC於け

かじ1:置の激婚はr{lなる日対化・1J:~~~i化の結果とはう汚へられ念、、3 叉，此誓の温泉にて

は子湘時には杢くぽi却を停止する閥係上，常にポンプ揚水を行って居り，叉，乙の附近の

11て(/)1毘泉で，者:しく iffa度・ /l1'i力低下し還に閉止の止むなきに至り，共の後，新t目撃を

行ってゐないととやとの01激増の地匹は海岸に近いととをあはせ考へるとき，温泉7kD暗と

tI'.f.Jk 111'$の従来の均術が破れ地中深部に栴水が浸入してきたと考へられ るのである。も L之

がお't1とすfIば，との附近のiE泉水中のClは現';f.t7Kより奥へられたものであることになり，

共の他の化事z成分についても， 海水の化感成分と類似の傾向がなければならぬ『そとで更

に昭和円4/'1三8月， との附近の特にじ 1{i~:の多い温泉 .1 口を~んで，そのi/i乱泉7l\.rI' に合れる

海水の主要六成分にうき化事介訴を行った，

~ 4. 昭如吐年の分終結県
， . 

lliHn2μ l 'ー /)分;訴結果をm~ 去に示す。 Ul 軍:について比れば\第 2 交に明かな如< ，大 I[

( [n ) 



別府j原泉のcl髭分布の習量動について

15年より昭和l~HドIL Y:る稜化の航況をそのま h 持慎してゐるととが分る 。 との中 No・ 117;)
は，務脇温泉地帯にあり，もと Cl量駒大部I'L鹿し海鴨性たるととを指摘されてゐたの

でるるが，その後，徐々!とulを減じているととが他の埋立地附近の温泉に校べ封照的で・

あるョ

此のpqつの温泉の化阜成分をじ1;を 100として百分比で表はしてみると第2表及び U1.
j闘

で見られるやうに海水の場合と全く似て居り，之はとの温泉水の化拳組成が海水(点線で

示す)と近似してゐるととを表はす。故に温泉水中の間，殊に含有量の多い
Cl Na， S04 

等は主として海水に起源を得てゐるととが明かである。

と..I乙於て更tLl注意すべきととは，潟水の浸入による温泉水中の υlの増加には二つの場

合がある。第ーは温泉水脈の弱化による海水の浸入で，第二はi温泉ゼ凌諜ぜるととによ

り，温泉孔の深度を増した鴻，海水成分がttうしたのではないかといふととである。

然るに筆者が昭和24年 8 月の調売の際に確めた所では，少くとも温 ~o. 114 ¥， 1174， 1 ~ 5'1， 
では，昭和1']1 年より昭和~4年迄は・凌諜を行ったととが無いとの訴であり，而も此の期間I'L
αの大巾な増加を行ってゐるととを考へる時， 1;itL第二の原1:'-;1のみの Cl培加ではたし

第一の温泉水脈の衰退による海水の法透を主原因とするものなると左が推定される。

故に，との地帯に於ては，過去20年間l't，地下溜泉服に異常を来したか・又は，i毘泉水

の供給がf分でなく推嬬叉は過揚水の矯tL温泉水の廊力が減少し海'.Kの浸入が行はれた

ものであらう，;1{:の許:しい機構については，更に種k の而より iJlIj定を束ねて後I Ilflかにな

し得ると予想する。

向， )}IJ府市の他つ部分の CI Jll:の増加・減少 HCO g 分衡の礎化についても，共の阪I!-~は間

々考へられるのであるが‘とれも今後の測定結果をまって論十る予定である 3

第 1~支 別/(.fi既泉cl;)吐徹大院に於ける温泉7kIJ成分i付i::d:(昭和~4;1' 8 月〉

似名 j温泉佐放浪腕涜l

鐙海部~ 12~R ¥ DR > g ! l~ 
大;童館 1144 I G.4.;.2 
泉丈』長敏Ii04i I 8.661 
I~~ÿ'!;.*; 11~5 1 4.2l~ 

LA岳会g
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別l(.fil:U込のじl坑分布・の縫動について

tJ~ 2華主 主要.閉iliiU誌のCl量礎化

ぐ〉内の値は分布悶土1)肉権法で求めた値

浪 泉名|腕m:1大連防|泉丈制!1:都築ij1j-*i
測定年月 ': g/Li 

|大iElo年7月1(0.280)!り.615

昭和21年7H i 1.1 fl4 I 1.%'1 
昭和124平8)Ji 1.270 I 3.177 i 

2.司3.')

2.46弓 h

2.085 I 

第 3表 il$JJc及び前J日開if;';l泉の化摩成分D合有益比
(ClJ.il:を10けとする〉

Cl l'¥a Mgl Cn. K 

7ft'} * 100 14. 7・ 2.]6 2.0 

箆海tE 1()1) 56.6 1:1. }) 8.27 10.3 3.1 

大ill!館 100 ]:1. :1 6.32 コ.1 2.3 

来丈主主irir ]00 50.4 12.!l 6 14 r;.4 2.4 

都築?月次 10') 月li.8 1:l.4 n. ]3 日.0 :1. 3 . 

~ 5. 結論

1. 昭和2l1f.8J.j，別府市何の品!泉水について化感分析を行びそのいl分布 1fu() 3 分布を

明かにした3

2 共の分布を大正1:}{f. 1'i:於ける分イíjと封照比較しある地b~ではかなりの質化のあると

とを知った。

克IL，昭和24年，4i:自の湧al孔lこて温泉水の化事分訴を行ひ，先l亡。151:激減せる潰l協方

闘は向 Cl:~I[減少しつ L あり，先IL 01量激増せる中部埋立地附Jftは向， UI量増加乃傾向

あるととを確めたっ

4. その 01量}fJ);nの原因は，現海水の混入によるもの在ることを推iょしたっ

5. 放に，中部埋立地附近にては，温泉水酪})の大巾な減少が考へられる。

6. 話'J，残された部分につき，今後も測定を主ね，充分な検討を行ふ予定である。

終りに泊り，本研究に格始御指導を騒った潮野博士，及び問測に協力をi?llはれた松川理

観士lと厚〈感謝をさ Lげる次第でるる。

fl可との研究は一部は湖野博士の文部省F'I態研究費により，一部はた分線温泉調査研冗

曾のt~ JJj によるヲ
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J.lIJ的i庇LilOuluEE分布の強引1):てついて

1.r14J::. 別府市街if';l泉 CI'及 HC03'分析表

CI. HCO".の()内の仰は分布岡上り内締法にで
求めた催。J.J，;の{史つて求めた ;，~::も( l内に詑入す。

i!1.iftj口

千昨 験 昭μ和年7月!大よ正り増1u分年昭2和1年7月1';よjl和り増日年分

1 (1河川〉;i(om 
2 (0・200)!(0.070)! 

n.日69 O. ，，17 O. GIJ8 (0.2ら8)

4 1. 742 1.63(; O. tJ38 リ.182 

]0 

13 (-0.042) 

H (0.lC5 

17 

19 0.1;¥7 1 0.027 1 0日20(-0.07け〕

21 0.143 1 -1>.016i 0.31 i (-O.Og.3 ) 

23 0.146: 0.052 i 0.338 

:n 0.118 I -0.004! O. ~41 

4n O. 149 1 0.027 1 O. ::2" 

48 (0. 150)1 (0.030) 1 (0.350) 

55 り.142 1 O. 017 I O. !i89 

(8 (0. 14~)1 (0.024)1 (0. ~50) 

62 lO.l必)山7いω
69 (0.125 ll( -0.(10)1 (0.300) 

92 (0.124)1( -0.002)1 (0.390) 

100 (1).115):(ー 0.057)1(0.390) 

106 o 110 -0.008 o.:no -0.243 

110 0.112 -0.006 0.40生 ( -0.156; 

121) O. 10S 0.002 O.生49 -().170 

1:l0 0.OS9 0.383 J -0.186 

136 n.111 0.107 I -O.l1i 

1<17 0.098 O. 462 I -0. 13S 

173 0.102 0. ~ 711 -0.097 

176 0.099 0.48G I -0.山)4

193 0.124 

201 O.lGO 0・132!;一川28，

210 O. 12~) O. Gl1 I -0.12・1

212 0.1~) 0.026 o 4~0 -0.10¥. 

227 0.098 -0.024 0.41わ (-0.137)

233 0.19:) -1).007 0.49壬 -0.253 

240 O. 147 0.038 

243 0.138 -0.0711 O. GR(l 0.038 

245 O. f34 -0.0751 0.6Vi 

258 0.19;) 0.0.)3 O. i¥11 O.り12

279 0.106 0.002 0.4'，，; -1).12~ 

「ーI!! o - 't.-L川 ー重炭酸級L/?I一[ー I/ - .--，' - I 
番号 |昭和 i大iElろ年|昭和 i昭和12&手

三笠211ZJfS分己主7n!_L!)盟企
31:; 1 0.lG6 i -0.06口10， 5)9 1 (0. os生;
31¥l 1 0.228 1ー O.OUJ/ 0.57.8 1 (0， (98) 

:l33 1 (0.210):(-0.070)1 

3<10 1 0.2向e， 1 0.010 1 

343 1 0.23:) 1 -0.0691 (0.530)1 (0.142)] 

:l44 i (け.l'i(l):(-0.0~8)! (0.520)[ (0.043 

350 1 l).l!J8:(-0.044)[ 0 九~H 1 0.086 

357 

36:1 

370 

374 

377 

:;81 

38 :~ 

ilD4 

398 

400 

405 

406 

tiOJ 

412 

418 

O. Is5 I -0.05il 0.345 I -0.02Gl 

0.lG8 1ー 0.0221 05181 0.063 

O. 178 I -0.001 I 0.1161 I -0.114 

1). J制 1O. 011 1 O. 369 1(-0.106) 

仏 1伺 i0.028 1 0.1611(-O.lJ:39 

O. 1日~ 1 -o. 02JI 0.361 1 -0.0891 

0.2ヨ ~I i o. a5 1 O. ;3801(-0.100)1 

".ヨIn 0.0:')う I0.456 1 (0. 008; 

0.2-13 1 0.040 1 O. 3晶1:(-0.009): 

O. 330 1 O. 076 1 0.1183 1 (0.0'，5 

O. 2 16 i -O. 05司I0.342!( -0.008 

0.2::8 i -O.O;O[ 0.143 1 (0.098、

O.lGi 1 -0. 03~1 0.336 1ー 0.01創

0.2.2 [ -0.0幻1o.凶 31 (0. ]5:3 

0.223 I← 0.0581 o. 50S 1 O. 0日0

423 1 (0.240;:(-0.0応0，1(0.570)1 (0.119 

425 1 0.248 1 -0.11:11 0.5Q2 1 (0.172 

426 1 (0.24.5):(ー 0.(14)

428 1 0.215 1 -0‘0281 O. !15i I (0. i¥37_;1 

4:10 1 O. .383 1 O. 122 1 0， 818 1 (0.4[;3)1 

434ノ:;1 0.3:¥8 1 -0.0301 0.818 1 0.453 

4:;4，ノ 71o. Ia8 1 -o. 01日IO. g58 ! (0. 45S~ 

制ノ 1410.2;-.2 I -0.川 O.Gl生 I(0 224 

43G I O.:Hl I 0.057 1 0.45ヨ[(0.106)1 

436 1(0. 375)! (0.163): 

必7 I 0.143 i 0.031: 0.345 k -0.01[;) 
ωI O. 2!l6 I O. 130 I 0目 I(0.069) 
ωI 0.37a I 0制[0四 510凶 2

451ノ11(0.1白川1(0.0，，0) (0.850)1 (0.053 

451ノ21(0. ~~4)[ (0.川 )1(0.7町 i(0問〉
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